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 Signifi cance and Possibility; Pontifi cal Biblical Commission, 
On Sacred Scripture and Christology．
 Nakamaro ABE
　　De Sacra Scriptura et Christologia (On Sacred Scripture and 
Christology) by Pontifical Biblical Commission announced in 1984 is a 
guide which clearly shows how Christians should understand "Jesus 
Christ"． In other words, the viewpoint to bel ieve that the 
accomplishment of the work of salvation by God is embodied in Jesus 
Christ is the most important for Christians．
　So what kind of signifi cance and possibility are there in this document? 
By clarifying the response to raising the problems of these two points, 

























































　しかしながら，18 世紀のライマールス（1694 － 1768 年）や 19 世紀の
ルナン（1823 － 1892 年）に代表されるイエス伝研究の時代の「第一探求」






























古代末期のアウグスティヌス（354 － 430 年）や中世後期・近世に活躍し











































































































































（註 1）一般的に流布している英語版は，以下のとおりである．Pontifi cal Biblical 




ト教文化研究所紀要』第 15 巻第 1 号，英知大学，2000 年，43 － 106 頁所載）に
11教皇庁聖書委員会『聖書とキリスト論』の意義と可能性
もとづいている．
（註 2）小田垣雅也『現代のキリスト教』講談社，1996 年，33 － 34 頁も参考となる．
ペトロ・ネメシェギ「近・現代のカトリック神学者のキリスト論」（水垣渉・小高
毅編『キリスト論論争史』日本基督教団出版局，2003 年，363 － 440 頁所載）．
（註 3）邦訳版『聖書とキリスト論』53 頁を参照のこと．
（註 4）北米で活発化した「第三探求」（1980 年－）に関しては，マーカス・ボーグに
よる研究書が基本線を提供してくれるものである．Marcus J． Borg, N． T． 
Wright, The Meaning of Jesus: Two Visions, Harper, New York,1989． Marcus J． 
Borg, Jesus: Uncovering the Life, Teachings, and Relevance of a Religious 
Revolutionary, Harper, New York, 2006．マーカス・ボーグ（小河陽監訳）『イエス・
ルネサンス――現代アメリカのイエス研究』教文館，1997 年，などを参照のこと．
なお，「第一探求」とは「イエス伝研究」の時代（1778 － 1906 年）の傾向を指し，
「第二探求」とは「様式史研究」の時代（1953 － 1970 年）の傾向を指す．
（註 5）和田幹男「解説」（教皇庁聖書委員会 [ 和田幹男訳 ]『聖書とキリスト論』カトリ
ック中央協議会，2016 年，90 － 107 頁）97 頁．
（註 6）Pontifi cal Biblical Commission, The Interpretation of the Bible in the Church, 
Libreria Editrice Vaticana, Rome, 1993．なお，教皇庁聖書委員会の様々な教書は
第二バチカン公会議（1962 － 65 年）の『神の啓示に関する教義憲章（啓示憲章）
Dei verbum』の視点を引き継いで洗練させることで教会共同体内における信仰者
の聖書理解の立場を発展させようと志している．『啓示憲章』の包括的な解説書と
しては，以下の文献が参考になる．Ronald D． Witherup, Scripture: Dei Verbum 





HURTADO, How On Earth Did Jesus Become A God?; Historical Questions About 









究』第 74 号，上智大学神学会，2005 年，129 － 141 頁）．フルタドが執筆した大
著『 主 イ エ ス 』（Larry W．Hurtado, Lord Jesus Christ: Devotion to Jesus in 












フルタドの大著『主イエス』(Hurtado, Lord Jesus Christ) の延長線上に位置する書
















ルタドは，教父思想の淵源としての 30 年から 170 年にかけての時期に注目するこ
とで，キリスト教最初期のキリスト者たちによる頌栄的神学姿勢を浮き彫りにして
みせた．つまり，フルタドは初代教会から教父たちに至る信仰実践の跡を丹念にた
どりつつ受容することによって，現代の私たちがイエス・キリストの存在意義を信
仰感覚に裏打ちされた眼差しで正確に理解するための道筋を整えてくれたのであ
る．
　
　
